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序

農業土木学会教育教材等検討委員会においては， その業務のーっとして「演習書シリ ー ズ1. 頭首工

の設計」の編集を進めてきたが， このたび
、
発刊されることになった。 頭首工設計の実務に携わる若い技

術者諸君あるいは頭首工の勉強をされる学生諸君に本書を大いに活用していただきたいと念願する次第

である。

頭首工を設計するには， まずJIIの流れを知ることからはじまり， 構造物や土質・基礎にかかわる知識

を総合的に活用し さらに関係法規の知識を熟知しなければな ら な し、。 「農林水産省土地改良事業計画

設計基準（設計・頭首工）」（以下「設計基準」としづ。〉は， 周知のとおり， こ れ ら の知識を体系づけ

集大成したものであり， まさに頭首工設計の典範ともいうべきものである。

しかし， 設計実務に経験の浅い技術者あるいは学生諸君と し て は， 「設計基準」に従い具体的に設計

を進めることはやや難しいところがある。 本委員会は， これらの人たちに計算例題を主とした演習書を

送り， 「設計基準」を活用するよき参考にしていただこうと企画したので、ある。

本委員会は， この演習書がその企画通りの役目を果してくれるものと自負しているが， 利用者諸君に

是非ご理解いただきたいことがある。 すなわち， 本書は 「設計基準」を活用する上での潤滑斉J的存在あ

るいは設計入門書で、あって， 計算例も計算方法もすべてを網羅しているものではなく， 同時にまた， 本

書の内容は， 学問・技術の進歩とともに当然見直され改訂されるべきものであるということである。

したがって， 本書を利用される諸君は， ただ無批判に鵜呑みにすることなく， 与えられた現場条件に

照らし， 創立工夫を加え， 新しい学問・伎術を導入し， 本書を踏み台として設計技術の向上を期してい

ただくよう念願してやまない。 その意味で， 本書の不備な点あるいは誤謬等のご指摘はもちろん， 内容

についての忌障のないご意見・ご叱正をぜひお願いしたし、と思う。

昭和57年8月

農業土木学会教育教材等検討委員会

委員長 菊 岡 武 男
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